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コンゴ人と訪ねた
ケニアの聖なる森

My first visit to Kenyan sacred 
forests with Japanese friends.

John KAHEKWA
(Polepole Foundation, D.R.Congo)

ANKEI Takako安渓貴子、
山口大学非常勤

ANKEI Yuji安渓遊地、
山口県立大学)

Takako             John 

なぜ共に旅をするのか？

１．危機にさらされる熱帯林とともに暮らす人々
　　同士の交流から学ぶ
２．ライフスタイルの変革を求めて
３．一方的なフィールドワークへの反省から

Polepole Foundation, DRC     KEEP, Kakamega, Kenya

２００２年９月カフジ発カカメガ経由モンバサ行き ずっといっしょに車の旅を続けて

ジョンにとって初めてのモンバサ

・小学生のころからモンバサモンバサと
聞いたけれど、ちょっとイスラムが怖い
ような気がする。
・ユウジとタカコもアフリカ人との旅行は
初めて。
・経験やアイデアの交流と交換ができた
ら最高

ケニア南海岸地図
http://www.colobustrust.org/　より わ
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地元の若きリーダーたち 適正技術が工夫された種苗園と標本庫

聖なる森の長老も積極的な役割を果たす モンバサ南のリゾート群（一泊１５０ドル以上）

観光客の車からサルを守る歩道橋への援助 マングローブ観光の計画から援助が去った
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株式会社を組織して畑を荒らすゾウと共存 国立公園外のゾウとどうすれば共存できるか

確実に至近距離からゾウが見られるツアー

ゾウ糞紙づくり 野生の香りのするゾウ糞紙
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ケニアとDRCの経験の交換

コンゴじゃ内戦でゾウがコンゴじゃ内戦でゾウが
全滅状態になってね全滅状態になってね…………

株式会社組織に株式会社組織に
して３年目。やっとして３年目。やっと
分配できるほどの分配できるほどの
利益が上がってきた。利益が上がってきた。

キノンドのカヤ（聖なる森）へご案内

地域主導のエコツーリズムをめざす カヤの森には様々な規則がある

４日に１日閉鎖　　スカート半ズボン禁止　移動・撮影の制限　など　　など　

長老に案内されてカヤの森を歩く 昔の人が植えた植物

樹齢６００年と称するソテツ
は、Digo人の祖先が初めて
今のソマリアから移住した時
浜で拾って植えたのが始めとか

実が調味料になる
タマリンドの大木
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昔の人が食べた貝殻が落ちている なんでもないけどなんだか楽しい

この草は風邪に効くよ 森を出たらココヤシジュースと踊りで出迎え

女性たちの手作りのお土産を売る カヤの森長老ムゼー・ムニェンゼの家へ
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井戸とバオバブのある畑 長老ムニェンゼのご家族です

木を植えるムニェンゼ翁の苗畑 ムニェンゼ翁は政府公認の生薬医

単純な病気から単純な病気から愛の妙薬まで愛の妙薬まで広い守備範囲広い守備範囲

愛の妙薬
商売繁盛
精力剤
不妊治療

さっそく一服処方していただきました
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カヤの森から届いたメール（最近の実話）
THE POWERFULL SPIRITS OF KAYA KINONDO

　　… Anybody who refuses to comply with these rules will 
face the wrath of the spirits who dwell at this sacred place.  
　　One evening, a researcher wanted to use a generator to 

light the Kaya for his research. Since the spirits do not accept 
unnecessary noises, the Kaya elders did not allow him.
　　The man ignored what the elders said and instead co-

operated with the Kaya guard.  First, the generator refused to 
start. Then with no time, the researcher fell very sick and 
effectively collapsed. Him and the generator were to be 
carried out of the Kaya. Once out, the generator worked. The 
man then gained consciousness but did not return to finish his 
work. He quickly arranged for the earliest flight and flew back 
to his homeland. Nothing has been heard from him.

　　　　　　　　　　　　　　　Kimaru Elias　Tourism Officer　Kaya Kinondo

スタッフの新婚のおうちでご馳走に

「おいしさのコツは
ココナツミルクです」
きれいなコースト
スワヒリを使う奥さん

モンバサもイスラムも大好きになりました
Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅｓ
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See you at  http://ankei.jp　

森を守るクリスチャンたちと交流

牧師でもある
ジョンの
お説教を聞く




